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要旨

　2020年 3 月に名古屋市東部の緑地において，市内初記録となるメシダ科ノコギリシダ属ニセコクモ

ウクジャクを確認した．本種は暖地性の植物で，本産地は神奈川県秦野市の北限産地の緯度に極めて近

い．愛知県内の記録は県内南部の豊橋市などに数例と少なく，地域の自然史の理解にとって重要な発見

である．生育地は，北西向きの小規模な谷戸における傾斜17°の谷戸凹地で，亜高木層にヒサカキが発

達したコナラ林だった．当該緑地には同様に暖地性のツルコウジも確認され，他にも市内では稀なヤマ

イタチシダ，キヨスミヒメワラビや山地性のホソバトウゲシバ，ハイイヌガヤなども見られた．

はじめに

　2020年 3 月12日（木）に名古屋市名東区の緑地にお

いて，メシダ科ノコギリシダ属ニセコクモウクジャク

Diplazium conterminum Christを確認した（図 1 ）．

ニセコクモウクジャクはコクモウクジャクDiplazium 

virescens Kunzeと異なり，測脈が分枝する傾向があり，

胞子嚢群はやや外側に着く（図 2 ，図 3 ）．また，名前

の由来となっている黒褐色で光沢のある鱗片が，葉柄基

部で密に，その上でまばらについていることから，（図

４）（岩槻，1992），発見した個体をニセコクモウクジャ

ク（以下，本種）と同定した．なお，本種は学名上コク

モウクジャクの変種として扱われることが多いが，それ

ぞれ独立の交雑によって生じた無融合生殖系統と推定さ

れ（海老原，2017），変種ではなく種として区別される（海

老原，2017）．

本種は暖地性の植物のため，愛知県内におけるこれ

までの記録は，県内南部の豊橋市，豊川市，幸田町に

限られる（愛知県，2020）．本産地は，なごやの生物多

図 1 ．個体の様子．手前下はベニシダ（2020年 8 月筆者撮影）
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様性の基礎情報としてだけでなく（中部植生研究グルー

プ，1974；1980；1991；1992；名古屋市，2020，愛知県，

2020），神奈川県秦野市の北限産地の緯度に極めて近く

（神奈川県植物誌調査会，2018），また名古屋市内市街地

に孤立した約18haの緑地で，必ずしもシダの生育に適

しているわけではない場所で確認されたことから，分布

上の新知見として報告する．

分布上の重要性となごやにおける発見の意義

本種は暖地性で，その分布は，本州（神奈川県～紀伊

半島の太平洋岸）・四国（西部）・九州・琉球列島；台

湾・ベトナム・タイである（基準産地はベトナム）（海

老原，2017）．

本産地は，国内において2001年に確認された神奈川

県秦野市の北限産地の緯度に極めて近く（神奈川県植物

誌調査会，2018），東海地方では北限産地である．東海

地方では，岐阜県内での報告はなく（岐阜県植物誌調査

会，2019），静岡県では伊豆半島と西部海岸沿い，愛知

県では豊橋，豊川，三重県では紀北町以南で多く記録さ

れている（三重自然誌の会，2018）．

愛知県内での生育状況は，豊橋市，豊川市，幸田町の

それぞれの産地に数個体が生育するのみで，非常に希少

性が高い（愛知県，2020）．こうした分布状の観点からは，

名古屋市内の平野部に近い孤立した緑地から発見された

ことは極めて希少性が高いと言えよう．

本種の絶滅危惧ランクを表１に示した．暖地性の植物

図 2 ． 胞子嚢群は，裂片の辺縁寄りにつく．中助寄りにも

つく近縁種のコクモウクジャクと異なる．（2020年 8

月筆者撮影）

表１．ニセコクモウクジャクの絶滅危惧ランクの判定状況

出典：野生生物調査協会・EnVision環境保全事務所（2020）

図 4 ．葉柄基部には，黒褐色で光沢がある鱗

片が着く．（2020年 8 月筆者撮影）

図 3 ．胞子嚢群が着く様子．（2020年 8 月筆者撮影）
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だが，高知県，佐賀県，長崎県などでも絶滅危惧と判定

される稀産種である．

本種は 3 倍体無融合生殖で（海老原，2017），根茎で

増殖するため，産地では群をなすことが多いが（静岡県

環境森林部自然保護室，2003），本産地では１個体しか

確認できなかった．

当緑地内では名古屋市内では守山区でしか記録され

ていないヤマイタチシダ Dryopteris bissetiana やキヨ

スミヒメワラビDryopsis maximowicziana（図 5 ），ホ

ソバトウゲシバHuperzia serrata（図 6 ）なども見ら

れた．さらに当緑地内では，ウラジロガシ Quercus 

salicina，エドヒガン Prunus spachiana，ツルコウジ

Ardisia pusilla（図７）（本種も市内では初記録で，愛

知県内の分布も渥美半島周辺及び岡崎市，西尾市，新城

市などの三河地方南部に限られる（愛知県，2018，愛知

県，2020）長谷川未発表），ハイイヌガヤCephalotaxus 

harringtoniaなどの山地性の植物がみられた．ハイイヌ

ガヤも市内では初記録で，県内の分布は，瀬戸市上品野

町三国山や豊田市藤岡町，小原町等の旧豊田市域外およ

び奥三河の山間部に限られる（なお，ハイイヌガヤの詳

細については，改めて別稿にて報告する予定である）．

当緑地の樹林地は，1960年代の空中写真においても灌

木林もしくは樹林地であることが確認出来る（地理院地

図にて確認）．こうした暖地性や山地性の植物の残存か

図 5 ． 上：１個体だけ見つかったキヨスミヒメワラビ， 

下：特徴的な白色の鱗片（2020年 6 月著者撮影）

図 7 ．コナラ枯木の株元に見つかったツルコウジ

　　　（2020年 3 月著者撮影）

図 6 ．ネザサ群落内に見られたホソバトウゲシバ

　　　（2020年 3 月著者撮影）
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ら，当該地域においては，昭和30年に猪高村（現名東区）

を千種区に編入以降に都市化が進展する以前には，現状

から想像するよりも多様な暖地性や山地性の植物が生育

していた可能性が考えらえる．

本種は暖地性のため，温暖化による暖温帯性の植物の

生長の変化（人見ほか，2019）で北上し，都市のヒート

アイランド現象（気象庁，2018）も手伝って，名古屋市

内に定着した可能性も示唆される．一方で，名古屋市内

の緑地全般に起きている様に，植生遷移による常緑広葉

樹林化や森林の孤立林化による土壌の乾燥等による偏向

遷移（好適湿性植物の減少（石田ほか，2002），鳥類散

布種やタケ・ササ類の増加（戸島ほか，2004）），公園化

（当該緑地は昭和33年に都市計画決定）による踏圧（今

西ほか，2005），ひいてはこれらの複合的な影響による

土壌環境の変化（pHの低下，塩分濃度の上昇，土壌動

物群集の変化）（武田ほか，2007）などの影響により，

生育可能な場所が減少していることも考えられる．

発見個体とその生育環境

個体数は１個体のみで葉は 7 本だった（この中か

ら標本用に葉を１本採取した）（図 8 ，図 9 ）．被覆

面積は 1 m2 程度で，草丈は55.0 cmだった．最大の葉

で，葉身長52.0 cm，葉身幅47.5 cm（最下羽片の長さ

25.5 cm・幅18.0 cm）だった． 

図 8 ．発見個体の中で一番大きな葉の全容．

葉身長約52.0 cm，葉身幅約47.5 cm．（2020

年 3 月著者撮影）

図 9 ．深く切れ込む裂片（2020年 3 月著者撮影）

図10．生育地の林分の様子．谷戸の下部方向．

　　　（2020年 3 月著者撮影）

図11．生育地の林分の様子．谷戸の上部方向．

　　　（2020年 3 月著者撮影）
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生育地は，規模の小さな谷戸が 5 筋並ぶ中の中央の

谷戸で，その斜面長さが40 m程度ある中の中腹だった．

谷戸の幅は 8 m程度しかなく小規模なため明確に現れ

ていないが，微地形単位における谷戸凹地に当たる（菊

池，2001）．斜面方位は北西（N40°W）で，傾斜が17°

だった．本個体は，亜高木層に達するヒサカキEurya 

japonica Thunb. var. japonicaの幹の根元に接するよう

に生長していた（図10，図11）．

土壌環境について，有機物層の深さを測るため，直

径 7 mmの金属の棒が容易に刺さる深さを計測したと

ころ，本個体を中心に 2 m四方内の 4 カ所は， 9 cm，

7 cm，10 cm， 7 cmで平均8.3 cmだった．また，同じ

範囲内の落葉層の深さは， 2 cm， 3 cm， 3 cm， 5 cm

で平均3.3 cmだった．斜面中腹ではあるが，落葉層の下

部は湿潤な状態が保たれている様子が伺えた（図12）．

谷戸凹部は比較的湿度が保たれる（菊池，2001）影響も

あろう．

生育地の植生環境

植生環境について，本個体を中心に10 m四方（100 m2）

内及び 2 m四方（ 4 m2）内草本層の植生調査行った結

果を表 2 ，表 3 に示した．100 m2内に46種を確認した．

全階層においては常緑広葉樹が58. 3 %を占め，低木層

以下の場合は63. 5 %と常緑性の植物が多かった．全被

覆率は90%と高かった．

各階層の被覆率は，高木層（ 8 m以上）はコナラの巨

樹が枯れていため比較的少なく15%，亜高木層（ 4 m以

図12． 雨天翌日の生育地の様子．谷戸の谷筋で，周辺より

も落葉が湿っている．（2020年 8 月筆者撮影）

表 3 ．個体を中心に 2 m四方内の植生（2020年 5 月10日調査）．

表 2 ．個体を中心に10 m四方内の植生（2020年 5 月10日調査）．

ツタ Parthenocissus tricuspidata

+は0.5%未満，rは0.25%未満もしくは実生 1 個体
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上 8 m未満）85%，低木層（ 1 m以上 4 m未満）20%，

草本層（ 1 m未満）10%で，亜高木層の被覆率が高かっ

た．低木層及び草本層の被覆率は低いため，林内は見通

しがよく，風通しも良い様子だった．各階層の優占種

は，高木層がコナラQuercus serrata，亜高木層がヒサ

カキ，アオハダCleyera japonica，低木層がツブラジイ

Castanopsis cuspidata，イヌビワFicus erecta，ヒメユズ

リハDaphniphyllum teijsmanniiだった．

シダ植物は，本種以外には，ベニシダ Dryopteris 

erythrosoraの被覆率が高かった．植生調査の範囲内に

は，本種以外には，レッドデータ掲載種等の希少種は見

られなかった．

今後の保全に向けて

本個体の生育地は，緑地内では比較的大きな森林のま

とまりの中央部に位置していた．コナラの大径木が枯死

していたため高木層の被覆率は低いが，日射量が増加し

たことで，乾燥化が進行したり，亜高木層以下の被覆率

が急激に高まるなど，今後の環境の急変が危惧される．

また，里山由来の都市緑地の場合，常緑樹の徐間伐や

高木層樹種の伐採により，林内の日射量を増やすと共に，

見通しの良い里山林を目指した管理が行われる傾向があ

るが，本種にとっては，今以上に乾燥する環境を作るこ

とは望ましくないと考えられる．現状を参考に，常緑樹・

落葉樹が混交した半日陰で，乾燥しにくい環境を維持す

ることが重要だろう．

現在１個体しか生育していないが，温暖化の影響で北

上しながら増加している可能性があることや，本種が主

として根茎で増殖し大きな群落をつくる性質から，生育

適地が維持されれば，今後増殖することも考えられる

（静岡県環境森林部自然保護室，2003）．また本個体が元々

生育していた残存でも，温暖化によって北上してきた個

体でも，県内南部地域と本産地との間で生育が確認され

てしかるべきだろう．

気候変動等の大規模な環境の変化やなごやの自然史を

物語る希少な植物として，保全されることが望まれる．

証拠標本：ニセコクモウクジャクDiplazium conterminum 

Christ，ヤマイタチシダDryopteris bissetiana （Baker） 

C.Chr.， 愛 知 県 名 古 屋 市 Aichi Pref. Nagoya City， 

January 12, 2020, NBC-NP 8521, 8522．
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